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論文内容の要旨

本論文は一般の道路網において交通の需要量が多い場合の交通流の制御について研究したものであ

る。そのような時間帯に適切な制御を実施することは，交通渋滞の回避あるいは緩和のために重要で

ある。研究内容を 2 章に分け，第 1 章では 1 本の幹線道路を対象とし，第 2 章では 1 地域内の幹線道

路から構成される道路網を対象としている。

第 1 章では交通流の連続体モデルを用い， 1 信号機区間内の交通流の状態を解析する。基礎方程式

を変数変換して拡散方程式の初期・境界値問題に帰着させ，この問題を繰返し解くことにより，信号

周期に同期した周期的な密度分布を求めるアルゴリズムを提案している。このアルゴリズムにより，

信号に従って停止と発進を繰返しながら流れる交通流の挙動のシミュレーションを行い，種々の信号

制御の効果を調べることができる。最後にこの数値計算例を示す。

第 2 章では道路網全体を考え 渋滞時間帯全体にわたる道路網内の総渋滞量を最小化するような最

適制御問題を定式化している。信号と同時に交通需要の利用可能な各経路への配分量も操作している。

問題は多数個の輸送遅れ時間と多種類の拘束条件を含む最適制御問題であり，この問題が線形計画法

により解けることを示している。最後に，例題について数値計算を行い，渋滞が緩和されていること

を示している。
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論文の審査結果の要旨

本論文は，交通渋滞を緩和するための交通流の制御について研究したものである。論文前半では一

本の幹線道路を対象として，そこにおける交通流を圧縮性流体と見倣し，連続体モデルを用いて信号

機間の交通流を解析している。信号周期に同期した周期的な密度分布を求め，交差点における車の待

ち行列長等を計算することができる。その結果に基づいて種々の信号制御の効果を調べ，最適な制御

パラメータを求めている。論文の後半においては，互いに交差する道路網の各交差点における総渋滞

量を最小にするような最適制御問題を定式化している。信号とともに各経路への交通量の配分も制御

可能として，この問題を線形計画問題に帰着させて数値計算結果を示している。

以上の研究は交通制御問題に新しい知見を加えるものであり，学位論文として価値あるものと認め

令。
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